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第 2 章 物理（1 年） 高校入試過去問題 
身の回りの現象 

1110 
光・音・力 

 

[問題 1] (宮城 2022 年 2 月) 

 
太郎さんと花子さんは科学イベントに参加し，音の速さを調べる実験を行った。 

次の花子さんのノートについて，あとの問１～問４に答えなさい。 

花子さんのノート 

【課題】 

空気中を伝わる音の速さを調べる。 

【方法】 

➊ 図１のように，20ｍ間隔で 86 人が１列に並び，1.7km の距離で実

験を行う。 

➋ 列の最後尾の人が音を出す係になる。以下の振動数の異なる三つの

音を使用する。 

図１ 

 

 図２  

➌ 図２のように，並んでいる人は，音が聞こえたら旗をあげる。 

➍ 並んでいる人以外は，先頭や最後尾付近から旗のあがるようすを観察する。 

また，旗のあがるようすを離れた場所から撮影して確認する。 

➎ 音を出し，音が聞こえる最大の到達距離とその地点までの到達時間を測定する。 

➏ 到達距離と到達時間をもとに，音の伝わる速さを求める。 

※太郎さんは旗をあげる係で，私は旗があがるようすを確認する係になった。 

【結果】 

表 

 
・音が鳴ると，後ろの人から順番に旗をあげていくようすが見られたので，ａ音が伝わるようす

が見てわかった。 

・私が観察していた場所では，太郎さんが旗をあげたようすが見えた後に，音が聞こえてきた。 

・音が聞こえたら旗をあげる係の太郎さんは，ｂ最初に音を聞いた後，遅れてもう一度音を聞い

た。 
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【考察】 

・教科書には，気温が 15℃の時，音が空気中を伝わる速さは，約 340ｍ/ｓであることが書いてあ

る。今回の実験では，例えばシンバルを使用したときの結果は 339ｍ/ｓで，340ｍ/ｓと比べる

と誤差が 0.3％となり，他の音も含めて教科書の値と近い値になった。 

・今回の実験は図３のように，人の列と平行で等

しい距離に壁がある場所で行われた。太郎さん

の位置で再び音が聞こえたのは，壁からの反射

があったからだと考えられる。 

図３ 

 
 

問１ 方法➋での振動数について述べた次の文中の[    ]に当てはまる語として最も適当なものを， 

あとのア～エの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。 

シンバルの音と人の声の振動数を比較すると，シンバルの音の振動数の方が大きいため， 

人の声よリシンバルの音の方が[     ]音になる。 
 

ア 高い イ 低い ウ 大きい エ 小さい 

問２ この実験について述べた文として正しいものを，次のア～エの中からすべて選んで，その記号を書き

なさい。なお，正しいものがない場合は，なしと書きなさい。 
 

ア 音の伝わる速さは，到達距離を到達時間で割ることで求めることができる。 

イ シンバルの音は到達時間が最も短いため，同じ位置にいる人に伝える場合，シンバルの音の方が人の

声よりも速く伝わる。 

ウ ビッグホーン（警音器）の音の到達距離は最も大きいため，同じ位置にいる人に伝える場合， 

ビッグホーンの音の方が人の声よりも速く伝わる。 

エ 音が空気中を伝わる速さは，光が空気中を伝わる速さと比べると遅い。 
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問３ 下線部ａについて，ビッグホーンから出て空気中を伝わる音の，ある時点における，波のようす（Ａ）

と伝わり方をばねで表したようす（Ｂ）はどのようになるか，Ａ，Ｂの組み合わせとして最も適当なも

のを，次のア～エの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。ただし，Ａの図中の点は空気の粒を表

している。 

ア  イ  

ウ  エ  

 

問４ 下線部ｂについて，花子さんは，太郎さんが遅れてもう一度聞いた音は図３の壁で反射したものだ

と考えた。太郎さんは，音を出してから１秒後に直接伝わった音を聞き，音を出してから２秒後に反射

した音を聞いた。このときの人の列から壁までの距離は何ｍと考えられるか。 

最も適当なものを，次のア～カの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。ただし，空気中を伝わる

音の速さは 340ｍ/ｓとし，音が反射した場合の進み方は，光の反射と同様に入射角と反射角は等しく

なるものとする。 
 

ア 128ｍ イ 255ｍ ウ 170 ３ ｍ エ 340ｍ オ 340 ３ ｍ カ 680ｍ 

 
[解答欄] 

問１  

問２  

問３  

問４  
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[問題 2] (宮城 2022 年 2 月) 
 

ばねに加わる力の大きさと，ばねののびとの関係について調べた実験Ⅰ，Ⅱについて， 

あとの問１～問５に答えなさい。 

ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，ばねの質量や力学台車にはたらく摩擦 

は考えないものとします。 

〔実験Ⅰ〕 

 図１のように，長さが 10.0cm のばねＡを，スタンドに固定したつり棒につり下げた。 

 ばねＡの下端に，質量が 50ｇのおもりを１個ずつつるしていき，つるすおもりを増やすたび

に，ばねＡとおもりが静止した状態で，ばねＡののびをものさしで測定した。 

 ばねＡを，長さが 10.0cm のばねＢにかえ，  と同様にして，ばねＢののびを測定した。 

  と  の結果をもとに，ばねＡとばねＢのそれぞれについて，ばねに加わる力の大きさとば

ねののびとの関係をグラフにまとめたところ，図２のようになった。 

図１ 図２ 

  

〔実験Ⅱ〕 

 図３のように，水平な台の上に置いた斜面上に質量が 500ｇの力学台車ａを置き，実験Ⅰで使

用したばねＡをつないで斜面に沿って上向きに引き，力学台車ａを斜面上に静止させたとき， 

ばねＡの長さは 13.0cm であった。 

 図４のように，水平な台の上に置いた，  と同じ傾きの斜面上に質量が 1000ｇの力学台車ｂ

を置き，実験Ⅰで使用したばねＢをつないで斜面に沿って上向きに引き，力学台車ｂを斜面上に

静止させたとき，ばねＢの長さは 12.4cm であった。 
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図３ 図４ 

  

 
問１ 実験Ⅰで，ばねに力を加えるとばねがのびたことと共通する，力のはたらきによる物体のようすの 

変化について述べたものとして，最も適切なものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 
 

ア ボールを机の上にのせると，ボールは静止した。 

イ ボールを机におしつけると，ボールの形が変わった。 

ウ ボールを落とすと，ボールは速さを増しながら落下した。 

エ ボールを机の上で転がすと，ボールは少し転がって止まった。 

問２ 実験Ⅰの  で，ばねＢに加わる力の大きさが 3.0Ｎのとき，ばねＢののびは何 cm か，求めなさい。 

問３ 図５は，実験Ⅱの  で，斜面上に置いた力学台車ａにはたらく重力を，力の矢印で表したもので

す。力学台車ａにはたらく重力を，斜面下向きの分力と斜面に垂直な分力に分解し，解答用紙の図

に力の矢印で表しなさい。 
 

図５  

問４ 実験Ⅱで，力学台車ａにはたらく重力の斜面下向きの分力の大きさをＸ，力学台車ｂにはたらく 

重力の斜面下向きの分力の大きさをＹとします。Ｘ，Ｙの値について述べたものとして， 

正しいものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

 
ア 図３の斜面の傾きと図４の斜面の傾きは等しいため，ＸとＹは同じ値である。 

イ 力学台車ａと力学台車ｂは，どちらも斜面上に静止しているため，ＸとＹは同じ値である。 

ウ 力学台車ｂの重さは，力学台車ａの重さの２倍なので，ＹはＸの２倍の値である。 

エ ばねＢののびは，ばねＡののびの 0.8 倍なので，ＹはＸの 0.8 倍の値である。 
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問５ 実験Ⅱの  の状態の力学台車ａに，質量が 100ｇのおもりを１個ずつ固定していき， 

固定するおもりを増やすたびに，力学台車ａを斜面上に静止させ，ばねＡの長さを測定します。 

また，実験Ⅱの  の状態の力学台車ｂに，質量が 200ｇのおもりを１個ずつ固定していき， 

固定するおもりを増やすたびに，力学台車ｂを斜面上に静止させ，ばねＢの長さを測定します。 

このとき，力学台車ａ，ｂに固定したおもりが，それぞれある個数の場合に，ばねＡののびと， 

ばねＢののびが等しくなることがあります。 

このうちで，ばねＡ，Ｂののびが最も小さいとき，ばねＡ，Ｂののびは何 cm か，求めなさい。 

    
[解答欄] 

問１  

問２  

問３ 

  

問４  

問５  
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[問題 3] (秋田 2022 年 2 月) 
恵さんは，水中の物体にはたらく力について実験を行った。あとの問１～問６に答えなさい。 
ただし，100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，フックや糸の体積と質量， 
滑車の摩擦は考えないものとする。 

【実験Ⅰ】水がしみこまない，表１のような直方体の物体Ａ，Ｂを
すい

水
そう

槽の水に入れたところ，図１のように，Ａはしずみ，Ｂは水面か

らＢの底面までの距離が２cm で静止した。 

【実験Ⅱ】図２のように，Ａをばねばかりにつるして水に入れ，水面

からＡの底面までの距離をＳとしてばねばかりの値を読み，表２

にまとめた。 

【実験Ⅲ】図３のように，水槽の底に固定した滑車を使ってＢにつけ

た糸をばねばかりで引き，水面からＢの底面までの距離をＴとし

てばねばかりの値を読み，表３にまとめた。 

表１ 

 

図１ 

 

図２ 図３ 

  

表２ 

 

表３ 

 
 

問１ 図１について，Ｂにはたらく重力はどのように表されるか，図４に矢印で

かきなさい。ただし，方眼の１目盛りを 0.2Ｎとする。 

問２ 下線部は，変形したばねが，もとにもどろうとする性質を利用した道具で

ある。この性質によって生じる力を何というか，書きなさい。 

問３ Ｔが６cm のとき，Ｂにはたらく浮力の大きさは何Ｎか，求めなさい。 

図４ 

 

問４ 次のうち，Ｓが４cm のときのＡの底面にはたらく水圧の大きさと，Ｔが４cm のときのＢの底面に

はたらく水圧の大きさの比を表しているのはどれか，１つ選んで記号を書きなさい。 
ア １：４ イ １：２ ウ １：１ エ ２：１ オ ４：１ 

問５ 表２，表３をもとに，恵さんが考えた次の文が正しくなるように，Ｘにあてはまる内容を書きなさい。 

物体の   Ｘ   が大きくなるほど浮力は大きくなるが，物体がすべて水に入った状態では，物

体の   Ｘ   が変わらず，浮力は変わらない。 
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[解答欄] 

問１ 

 

問２  

問３  

問４  

問５  

問６ 記号：  距離：   

 
  

問６恵さんは，図５のように，ＢにＡをのせたアと，ＢにＡをつり下げたイを，

それぞれ水に入れ，手で支えた。手を離したところ，ア，イのどちらも水に 
うき，水平に静止した。 
このとき，水面からＢの底面までの距離が小さいのはア，イのどちらか，記号

を書きなさい。また，その距離は何 cm か，求めなさい。 
 

図５ 
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[問題 4] (秋田 2022 年 2 月) 
愛さんは，自分で作った望遠鏡で月の観察を行ったり，月をよんだ俳句から月の見え方を考察したりした。 
次の問１，問２に答えなさい。 

問１ 愛さんは，博物館の工作教室の先生から望遠鏡の作り方についての説明を聞き，作った望遠鏡で月を

観察した。 

 

図１ 

 

① 下線部ａのような透明な物体に入射した光が曲がる現象を何というか，書きなさい。 

 

② 図２のような，ＣＤ間に焦点がある凸レンズの軸上で，物体を

ＡからＥまで順に移動させ，凸レンズを通して物体を見たとき，虚

像が見える物体の位置はＡ～Ｅのどこか。 
すべて選んで記号を書きなさい。 

図２ 

 

③ 図３のように，ある日の夕方，愛さんが三日月を観察するとき，下線部ｂを通

して三日月はどのように見えるか。 
最も適切なものを次から１つ選んで記号を書きなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

図３ 
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問２ 愛さんは，次のような
まつ

松
お

尾
ば

芭
しょう

蕉 がよんだ俳句とその解説を見て，あとのように考えた。 

「明けゆくや二十七夜も三日の月」 

この俳句には，芭蕉が旅先の舟の中で一夜を明かしたとき，ｃ夜明け前に見える細い月（二十七夜）は，

まるで夕方に見える三日月のようだと感じたことが表現されている。 

 

① 図４は，地球と月の位置関係を模式的に表したものである。 
下線部ｄの位置は図４のＧ～Ｎのどこか，最も適切なものを， 
１つ選んで記号を書きなさい。 
 
② 愛さんの考えが正しくなるように，Ｘにあてはまる方位を，東，

西，南，北から１つ選んで書きなさい。また，Ｙにあてはまる最も

適切な数値を，次から１つ選んで記号を書きなさい。 
ア ５  イ 12  ウ 15  エ 24 

図４ 

 

 
[解答欄] 

問１ 

①  

②  

③  

問２ 

①  

② Ｘ：  Ｙ：  
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[問題 5] (富山 2022 年 2 月) 
 
光の進み方を調べる実験を行った。あとの問いに答えなさい。 
〈実験１〉 
図１，図２のように，光源装置から出した光を半円形ガラスと台形ガラ

スに当てた。 
問１ 図１のように，半円形ガラスに光を当てた場合，光は境界面を

通りぬけなかった。このような現象を何というか，書きなさい。 

図１ 

 
問２ 図２のように，台形ガラスに光を当てた場合，光は境界面を通

りぬけた。屈折して進む光の道すじを表したものとして，最も適切なも

のはどれか。次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 
なお，矢印は，光の道すじを表したものである。 
ア イ ウ エ 

    

図２ 

 

〈実験２〉 
㋐ 図３のように，直方体の水そうを用意し，Ｏ点の位置から視線

を矢印の方向に保ちながら水そうに液体を入れていった。なお， 
図３は水そうを真横から見た様子を模式的に表したものである。 
㋑ 水そうに入れた液体の液面の高さがＰ点の位置まできたとき

に，水そうの底のＡ点が見えた。 
㋒ さらに液体を入れたところ，液面がある高さになったところ

で，水そうの底のＢ点が見えた。 

図３ 

 

問３ ㋒において，Ｂ点が見えたときの液面の高さはどこか，作図

によって求め，その液面を実線（ ）で示しなさい。ただし，

液面の高さを求めるための補助線は，破線（ ）として残し

ておくこと。 
〈実験３〉 
図４のように，正方形のマス目の上に鏡を置いたあと，ａ～ｄの位

置に棒を立て，花子さんが立っている位置からそれぞれの棒が鏡に

うつって見えるかどうか確かめた。ただし，鏡の厚さは考えないも

のとする。 

図４ 

 

問４ 花子さんから見たとき，鏡にうつって見える棒を，図４のａ～ｄからすべて選び，記号で答えなさ

い。 
 
問５ 花子さんからａ～ｄのすべての棒が鏡にうつって見えるようになるのは，花子さんがＸ，Ｙのいず

れの方向に，何マス移動したあとか，答えなさい。 
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[解答欄] 

問１  

問２  

問３ 

 

問４  

問５ 

方向  

マスの数   マス 
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